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豆
が
撒
か
れ
ま
し
た
。

　
豆
ま
き
が
終
わ
る
と
信
育
道

場
に
会
場
を
移
し
、
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
特
賞
５
名
の
方
に
宿

泊
券
な
ど
の
景
品
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
に

て
小
金
沢
昇
司
さ
ん
に
よ
る
清

興
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
参
拝
者

が
喜
ぶ
姿
を
拝
見
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

小
金
沢
昇
司
さ

ん
、
特
別
歳
男

歳
女
、
ご
来
賓

の
皆
様
の
お
練

り
行
列
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
堂
に
着
き
、

二
宮
別
當
導
師

の
も
と
節
分
追

儺
大
法
要
を
厳

修
。
法
要
後
祖

師
堂
前
に
て
、

境
内
一
杯
の
参

拝
者
に
向
け
て

年
中
安
泰
無
病

息
災
を
祈
り「
福

は
内
、
福
は
内
、

福
は
内
」
と
い

う
掛
け
声
の
中
、

　
２
月
３
日
、
快
晴
に
恵
ま
れ

た
中
、
恒
例
の
節
分
追
儺
会
法

要
が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
11
時
過
ぎ
に
は
、
信
育

道
場
大
玄
関
よ
り
、
太
鼓
を
先

頭
に
、
修
法
師
、
二
宮
別
當
、

森
英
介
衆
議
院
議
員
、
亀
田
郁

夫
千
葉
県
議
会
議
員
、
長
谷
川

孝
夫
鴨
川
市
長
、
清
興
出
演
の

　
２
月
４
・
５
日
に
総
勢
27
名

の
僧
侶
を
目
指
す
方
々
が
度
牒

交
付
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
信
育
道
場
に
て
法
式
所
作
や

読
経
試
験
を
行
い
、
そ
の
後
、

祖
師
堂
に
て
度
牒
交
付
式
の
予

行
演
習
。
摩
尼
殿
に
て
山
務
員

に
よ
る
お
開
帳
、
更
に
縁
起
説

明
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
夕
食

後
は
千
葉
県
南
部
布
教
隊
の
法

話
を
聴
聞
さ
れ
、
度
牒
生
に

と
っ
て
は
目
ま
ぐ
る
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
は
午
前
５
時
45
分
に
起

床
し
布
教
隊
の
先
導
に
て
、
旭

日
遙
拝
の
法
要
を
行
い
、
６
時

節
分
会

節
分
会

平
成
27
年
度

　 

第
４
回

　
　
　  

度
牒
交
付
式

50
分
よ
り
、
小
林
順
光
宗
務
総

長
を
大
導
師
に
式
典
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
度
牒
生
は
真
摯
な
志
を
日
蓮

大
聖
人
に
お
誓
い
し
、
こ
れ
か

ら
先
の
抱
負
を
胸
に
度
牒
交
付

を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
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本
院
改
築
上
棟
式
に
並
行
し

３
月
12
日
よ
り
13
日
ま
で
、
１

泊
２
日
の
修
行
体
験
「
お
寺
に

泊
ま
ろ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
女
性
の
み
11
名
が
参
加
さ

れ
、担
当
山
務
員
指
導
の
も
と
、

写
経
、
唱
題
行
等
各
体
験
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　
夜
の
茶
話
会
で
は
、
お
寺
に

つ
い
て
の
質
問
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
第
２
回
、
３
回
と
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
新
聞
等

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本院改築上棟式本院改築上棟式

お
寺
に
泊
ま
ろ
う

　
　
　
開
催
さ
れ
る

お
寺
に
泊
ま
ろ
う

　
　
　
開
催
さ
れ
る

　
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
お
陰
様
で
本
院
改
築
工
事

も
木
工
事
が
本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
月
12
日
に
は
建
設
委
員
、
総
代
役
員
、
本
願
人
、

工
事
関
係
業
者
参
列
の
下
、
本
院
改
築
上
棟
式
が
奉
修

さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
に
入
っ
て
変
わ
り
や
す
い
気
候
と
な
り
前
日
に

は
雪
が
降
り
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
寒
か
っ
た

も
の
の
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
二
宮
別
當
を
大
導
師
に
、

宮
崎
執
事
長
（
修
法
導
師
）
を
は
じ
め
山
内
修
法
師
出

仕
に
よ
り
、
古
式
に
則
っ
て
法
要
が
行
わ
れ
工
事
の
安

全
と
本
院
の
無
事
完
成
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

　
上
棟
式
終
了
後
、
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
近
所
の
方
々
や
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
来
年
３
月
に
は
完
成
予
定
で
す
が
、
皆
様
の
更
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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仁
王
門
を
く
ぐ
り
、
石
畳
を

左
に
曲
が
る
と
本
堂
に
向
う
石

段
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
部
手
す
り
の
な

い
場
所
が
あ
り
、
参
拝
さ
れ
る

方
に
と
っ
て
登
る
の
に
苦
労
す

る
な
ど
不
便
に
感
じ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
ア
ス
カ
グ
ル
ー
プ

（
丸
　
淳
一
社
長
）
様
の
ご
厚

意
に
よ
り
手
す
り
が
奉
納
さ

れ
、
設
置
工
事
が
完
了
い
た
し

ま
し
た
。

　
石
段
を
登
る
と
き
の
不
便
さ

を
解
消
さ
れ
、
参
拝
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
が
快
く
お
山
に
来
ら
れ

ま
す
こ
と
を
山
務
員
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
月
27
日
、
昨
年
に
引
き
続

き
極
真
会
館
千
葉
南
支
部
の
22

名
が
参
籠
さ
れ
ま
し
た
。

　
夜
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
、
翌
日
早
朝
よ
り
稽
古
が

は
じ
ま
り
、
朝
勤
前
の
境
内
は

道
場
生
の
か
け
声
が
響
き
渡
っ

て
お
り
ま
し
た
。

　「
極
真
空
手
発
祥
の
原
点

　
　
　
　
と
言
う
べ
き
聖
地
」

　
極
真
空
手
の
創
始
者
で
あ
る

大
山
倍
達
氏
が
、
山
ご
も
り
修

行
を
し
た
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の

清
澄
山
に
は
、
そ
の
記
念
碑
が

建
立
さ
れ
、
多
く
の
極
真
空
手

愛
好
者
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。

　
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
清
澄
に

し
よ
う
と
、
鴨
川
ホ
テ
ル
三
日

月
（
小
高
由
加
里
社
長
）
様
の

ご
厚
意
に
よ
り
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
１
０
０
本
が
清
澄
区
に
寄
進

さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
に
清
澄
区
住
民
、

そ
し
て
鴨
川
市
役
所
観
光
課
、

観
光
協
会
、鴨
川
未
来
倶
楽
部
、

鴨
川
ホ
テ
ル
三
日
月
従
業
員

方
々
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ

き
、
山
務
職
員
総
出
に
て
桜
の

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
慣
れ
な
い
作
業
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
清
澄
寺
を
中
心
に
清

澄
区
内
に
１
０
０
本
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
数
年
後
綺
麗
な
花
が
咲
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
３
月
16
日
は
、
日
蓮
大
聖
人

の
恩
師
で
あ
る
道
善
御
房
の
祥

月
命
日
で
、
本
年
７
４
１
遠
忌

の
報
恩
法
要
を
墓
前
に
て
厳
修

致
し
ま
し
た
。

　
導
師
を
務
め
ら
れ
た
宮
崎
執

事
長
は
、
日
蓮
大
聖
人
が
、
道

善
御
房
へ
の
想
い
を
綴
っ
た
、

御
遺
文
『
報
恩
抄
』
の
一
節

　「
さ
れ
ば
花
は
根
に
か
へ
り
、

　
真
味
は
土
に
と
ど
ま
る
。

　
　
こ
の
功
徳
は
故
・
道
善
房

　
３
月
に
入
っ
て
暖
か
く
な
っ

た
と
思
え
ば
寒
く
な
り
変
わ
り

や
す
い
気
候
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
体
調
を
崩
し
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
は
十

分
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

　
ま
た
、
花
粉
の
季
節
に
も
な

り
、
例
年
よ
り
も
多
い
飛
散
量

が
予
想
さ
れ
る
中
、
ス
ギ
の
多

い
清
澄
寺
も
花
粉
が
飛
散
し
、

辺
り
に
は
黄
色
い
花
粉
が
つ
い

て
お
り
ま
す
。

　
花
粉
症
の
方
に
は
辛
い
で

し
ょ
う
が
、
十
分
な
対
策
を
し

て
の
御
来
山
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

　
の
精
霊
の
御
身
に
集
ま
る
べ

　
し
」

と
奏
上
し
、
御
回
向
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
又
、
９
年
後
の
平
成
37
年
は

道
善
御
房
の
７
５
０
遠
忌
正
当

に
あ
た
り
ま
す
。

　
春
季
彼
岸
供
養
を
３
月
17
日

よ
り
23
日
迄
の
一
週
間
朝
勤
に

て
回
向
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
彼
岸
の
一
週
間
は
先
祖
を

う
や
ま
い
亡
き
人
に
供
養
を
捧

げ
る
と
共
に
、
善
根
を
積
み
仏

道
に
精
進
す
る
大
切
な
日
で
あ

り
ま
す
。

　
17
日
彼
岸
入
り
の
朝
勤
に
て

執
事
長
が
回
向
さ
れ
、皆
様
か
ら

お
申
込
の
あ
っ
た
卒
塔
婆
は
、お

本
堂
石
段
に

　
手
す
り
奉
納
さ
れ
る

極
真
会
館

　
千
葉
南
支
部
様

　
今
年
も
元
気
に
稽
古

道
善
御
房

　
第
７
４
１
遠
忌
法
要

桜 

植 

樹

桜 

植 

樹

春
季 

彼
岸
供
養

春
季 

彼
岸
供
養

春
季 

彼
岸
供
養

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

彼
岸
中
本
堂
に
お
上
げ
し
て
毎

朝
御
回
向
申
し
上
げ
ま
し
た
。


